
No.192
2016.2.20

陰 東京

ちひろ美術館・東京
美術館だより　　　

No.190
2015.7.21

ＩＳＳＮ １８８４−７７２２



駆けたり、跳ねたり、転がったり……
ひとときもじっとしていない子どもた
ち。“子ども”を生涯のテーマとして描
き続けたちひろは、そのいきいきとした
躍動感を表すために、子どものムーブマ
ンをとらえ、表現することに力を注ぎま
した。“ムーブマン”とは、「動き」を表すフ
ランス語で、美術用語としても用いられ
ています。実際には動かない線や形によ
って、ちひろはどのようにムーブマンを
表現したのでしょう。
子どものスケッチと線の変化
1951年、32歳で母親となってからの10
年余りの間に、ちひろはどんな格好をし
た子どもも自在に描き出すデッサン力を
身に着けていきました。この時期、ちひ
ろは最愛の息子を日々みつめ、成長して
いく姿や日常の動きを繰り返しスケッチ
しています。年代を追ってみていくと、
駆け出しの画家だった1940年代後半のス
ケッチ（図 1）に見られる量感の表現
や、重く硬い線から次第に自由になり、
素早くしなやかになっていく息子の動き
に呼応するように、軽快な線へと変化し
ていく過程がよみとれます（図 2・3）。

ちひろの個性ともいえる流麗な線は、子
どものムーブマンをとらえようとするな
かで、培われたものといえるでしょう。
子どもの描ける画家として
子どもの描ける画家として注目を集め

たちひろは、絵雑誌や絵本、雑誌の表紙
絵、育児書などさまざまな媒体に子ども
の姿を描き出しています。1960年代半ば
ごろに発表された水彩画による子どもの
群像（図 4）では、画面のなかにどう子
どもを配置し、動きのある構図を作り出
すかに工夫が凝らされています。また、
育児書に描かれたペン画（図 5・ 6）で
は、月齢別のあかちゃん、年齢別の子ど
もたちのプロポーションを的確に描き分
けると同時に、その最もかわいい一瞬の
動きをとらえる母親の画家ならではの視
点が感じられます。
“勢い”を求めて
1968年から始まった至光社での実験的

な絵本づくりのなかで、“確かなデッサン
力があるのだからもっと勢いを大切にし
よう”と、編集者の武市八十雄に助言され
たことがきっかけとなり、ちひろは新た
な画境を切り開くための模索を始めま

す。パステルを線描に用いるという試み
に挑戦したのは、1970年のことでした。至
光社の 3冊目の絵本『となりにきたこ』
を、ちひろは当初、使い慣れた鉛筆と墨を
用いて描き上げました（図 7）が、その 3
か月後に全場面をパステルで描き直して
出版しています（図 8）。パステルの荒く
太い線は、鉛筆のような繊細な表現には
不向きなため、大きな紙に勢いよく、ダイ
ナミックに描かれました。不安定なも
の、未完成なものに、人はより強くムー
ブマンを感じる傾向があります。扱いに
くいパステルという画材は、器用にまと
まるのを悩みとしていたちひろの絵に、
それまでにない伸びやかな動きをもたら
す突破口となりました。
パステル画は1970年の 4月ごろから12

月に集中して描かれ、以後描かれなくな
りますが、パステルでつかんだ勢いは、
後の水彩画や線画にも生かされています
（表紙参照）。紙の上で思い切り自由に
子どもを動かすための表現の追及は、
生
いのち

命そのものともいえる子どもの本質に
迫ることにもつながっています。
� （上島史子）

「最後の絵本のつもりで、取り組みま
した」。これはチョ・ウンヨンが、昨年安
曇野館での展覧会に来日した際に、語っ
たことばです。その絵本『はしれ、トト！』
は、彼女のデビュー作で、最初の構想か
ら 6年を経て出版されました。
2004年に絵本講座で、絵本のテーマを
探すために辞書をめくっていたチョの目
に留まったことば、それは「競馬場」で
した。以前に写真講座で訪れた競馬場の
記憶がよみがえり、描きたい、表現した
いものはそこにいる人々と馬だと確信し
ます。できあがった『競馬場の人々』と
いう 1枚紙でできた絵本は、『はしれ、
トト！』の原型ともいえます。
本展では彼女の作品の魅力と絵本づく
りのプロセスを、原画や資料で伝えます。
タブーをやぶる
大学時代にすでに子どもの本や教材の
イラストレーションの仕事をしていたチ
ョは、編集者から受ける制約に疑問や不
満を感じていました。今度の絵本では、
他人に指示されずに、自分の作品をつく

ろうと決心します。
編集者に禁じられていたことのひとつ

は、技法を混在させることだったといい
ます。『はしれ、トト！』の魅力のひと
つは、まさにいくつもの異なる技法が生
み出すズレでしょう。チョが一番好きな
場面と語る競馬のクライマックスの 1シ
ーンでは、馬たちは別々のＯＨＰフィル
ムに描かれ、それを重ねて画面が構成さ
れています（図 1）。チョは多くの人や
馬を同じ場面に描くことを苦手としてい
ましたが、この手法によって解決しまし
た。さらに背景の鮮やかな赤色の激し
さ、絵の具のハネやフィルムへの引っ掻
きが生むスピード感などが効果的に使わ
れています。
見開き全面に人の顔が並ぶ場面は、そ

れぞれ別の紙に描かれたおじさんたちの
顔の集合です（図 2）。それらの顔は、
画家が毎週通った競馬場で、望遠レンズ
付のカメラで撮影した写真を参考に描い
たもの。木炭、アクリルなどで荒々しく
とらえられたその顔ひとつひとつが、主

人公の女の子とお祖父さん以上に、人生
を雄弁に物語っています（図 3）。
子どもの本には明るくカラフルな色を

使うように、といわれていたチョは、禁
じられていた黒をも多用しています。木
炭の黒で描かれたおじさんたちのほか
に、墨汁を指につけて競馬場の群集を表
現したり、ＯＨＰフィルムの上に墨汁で
馬を描いたりと、黒の迫力は絵本全体に
強さを与えています（図 4、 5）。
別々の表紙
『はしれ、トト！』は2010年にフラン

スのEditions�Memo からまず出版され
（図 6）、日本の翻訳版（2013年文化出版
局）はこれを原型にしていますが（図 7）、
韓国で2011年に Borim�Press から出版
された絵本が、チョの最初の構想にもっ
とも近いものです（図 8）。表紙はまっ
たく違い、なかのページや絵の構図など
も、 3つの版で少しずつ異なります。
見事ＢＩＢグランプリを受賞した、試

行錯誤の末の渾身の作をご覧ください。
� （松方路子）

ちひろのムーブマン
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図 1　『はしれ、トト！』より　2008年

図 5　『はしれ、トト！』より　2008年

図 4　『はしれ、トト！』
より（部分）　2008年

図 2　『はしれ、トト！』より　（印刷物）

図 3　『はしれ、トト！』
より　2008年

図 7　日本語版
（文化出版局）

図 8　韓国語版
（Borim�Press）

図 6　フランス語版
（Editions�Memo）

図 1　子ども　1949年 1 月17日

図 4　「ことしのぼたん」
　　　『あいうえおブック 5』（世界文化社）より　1965年

図 2　木登りをする子ども　1950年代半ば
図 5　ころがって指
しゃぶりをするあか
ちゃん　1965年

図 6　台車や三輪車
で遊ぶ子どもたち
1967年図 3　すもうをとる子ども　1964年頃

조
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1981年、韓国・ソウル生まれ。
梨花女子大学でビジュアルデ
ザインを学び、ソウル大学で
イラストレーションの修士課
程を修了。2009年のボローニャ
ブックフェアの韓国スタンド
で展示したダミー絵本がフランスのMemo�
社の編集者の目に留まり、翌年にフランスで
La�Course として出版される。2011年ブラテ
ィスラヴァ世界絵本原画展でグランプリ受賞。

図 7　木にぶら下がる少年とハイヒールの少女
　　　『となりにきたこ』習作　1970年

図 8　木にぶら下がる少年とハイヒールの少女　『となりにきたこ』（至光社）より　1970年



「非戦70年ちひろ平和への願い」展の関
連イベントとして、アニメーション映画
監督の高畑勲さんに講演をしていただき
ました。その一部を紹介します。

ちひろさんは、日本を含めた東アジア
の子どもの“尊厳”を描き出すことがで
きた画家です。つまり、喜びも悲しみも
不安もすべてを含めた、ひとりの子ども
が生きている姿そのものを描いているの
です。そうした表現のひとつの頂点にあ
るのが絵本『戦火のなかの子どもたち』
です。僕はアニメーション映画「火垂る
の墓」をつくったとき、この絵本を繰り
返し読みました。僕以外のスタッフは全
員戦争を知らない世代だったので、スタ
ッフにも読んでもらいました。僕自身は、

空襲で焼夷弾が落ちてくるなかを姉と逃
げ惑い、死にかけた経験があります。空
襲の後、煤の入った黒い雨に打たれて寒
さに震えた記憶が、この絵本を読んでい
ると、まざまざと思いだされます。
ローマ時代からの格言に「平和を望む

なら、準備せよ（プリペア）戦争を」と
いうことばがあります。僕の好きなフラ
ンスの詩人プレヴェールは、これを逆手
にとって「戦争を望まないならば、繕

つくろ

え
（リペア）平和を」と言っています。ま
さに、ちひろさんもいきいきとした子ど
もを描くことによって常にほころびそう
になる平和を繕い続けた人だと思いま
す。
ちひろさんが描く子どもの肖像は、一

義的にキャラクター化されていないので

かえって人を惹きつける力があります。
全てを克明に描くのではなく、見る人の
想像力に訴える表現で、個性的でありな
がら普遍性を得ています。これは「秘す
れば花」というような伝統的な日本の芸
術表現に通じますが、一方でちひろさん
は西洋絵画からも多くを学んでいます。
日本の絵画では、一瞬をとらえる、現象
を描くことが発達しています。絵巻物に
は落馬の途中や床板を踏み抜く瞬間など
が描かれています。これはアニメ―ショ
ンや漫画にも引き継がれていく表現で
す。それに対して、ちひろさんは西洋に
学び、次の瞬間に変わる現象ではなく、
本質的なもの、永遠に耐えうるものをと
らえようとしていたのではないでしょう
か。� （原島恵）

松本：開館 2周年記念「現代絵本画家展」
は、お金が全然ないなか「絵本の展覧会を
やりたい」という強い思いだけで、滝平
二郎、安野光雅、赤羽末吉など大先輩の
絵本画家たちを訪ねました。若造が頑張
っているから手伝ってやろうと、みんな
が受けてくれた。だから、これが絵本の
美術館としての本当の第一歩でしたね。
高橋：展覧会をやる上での一番の原点は
個人のパッション（情熱）です。この展
覧会はまさに、それしかないという。そ
ういう意味ではすばらしいことですね。
松本：1985年にエリック・カールが来日
したとき、片言の英語で絵本原画のコレ
クションをしたいと将来の夢を語った
ら、作品を寄贈してくれたんです。本気

で美術館のコレクションを考えなけれ
ば、と思いはじめました。
高橋：コレクション第一号ですね。僕は
西洋美術をやりながらも、小さいものや
グラフィックの非常に軽やかなもの、日
本の美術が持つそういう特質と、西洋の
美術との親和性みたいなものを常に探し
ていたように思います。猛さんはおもし
ろい仕事をやっているなと見ていました。
松本：スロバキアの世界絵本原画展
（BIB）の審査員をするようになって、
画家たちと親しくなりました。各国の作
品には、国ごとに違う質のおもしろさが
ある、民族性や文化を背負った上で、作
品の個性が出てきていることに気づきま
した。1991年には40日間かけてヨーロッ

パにコレクション収集の旅へ出かけまし
た。画家のアトリエを直接訪ねて。
高橋：80年代に絵本や絵本原画を集めよ
うというところはなかった。文学館も図
書館も美術館もやらない。そのなかでち
ひろ美術館は先見の明があったと思う。
今後の美術館のコレクションをどうして
いきたいと考えていますか。
松本：それぞれの時代で大切だと思う作
品、時代を反映している作品を絞り込ん
でコレクションし続けていくことではな
いか。美術館が100年存続できた時、イ
ラストレーションに興味を持つ人たち
が、ここにくれば100年間のどの時代の
作品とも出会える、そういう場になった
らよいと思うのです。� （川添さやか）

内藤：安曇野館のプロポーザルコンペの
ときは、絵本とはなにかを考えて、図書
館と美術館の間のような建物をつくりた
いと提案したんです。いわゆる美術館と
は違う、もうちょっと広がりのある空気
が吸える建物にしたかった。
面出：照明を考えるときも、美術館では
絵を保護するために暗くすることが強い
られるんだけれど、明るい美術館にしよ
うと、内藤さんと話しましたね。
内藤：安曇野というのは非常に特殊な光
だと思います。空気が澄んでいて、空が
抜けている感じがする。絵を保存する環
境としては難しいのだけれど、ちひろさ
んの絵のある種の“抜け”みたいなもの
には、あの安曇野の光が関わっているは

ずなんですよね。
面出：あんなに自然光がすばらしいと思
うところも少ないんですよ。本当は自然
光だけでいきたいのですけど、そうはい
かなくて。自然光がたくさん入る空間と
いうのは、天気によっても変わる複雑な
条件があって、そこに人口の光がどうア
シストして空間を良くするかということ
を考えます。安曇野はシンプルで力強い
建築なのだけど、天井が暗くなってしま
うと重たいぞと感じたのですね。あの木
のぬくもりを出すには、外が明るいとき
にはアップライトで天井を照らすといっ
た細かい仕組みが必要になる。東京のほ
うは、天井が斜めになっていたりして、
壁にきれいに光をあてようとしても、普

通ではなかなかうまくいかない。
内藤：東京はすごく複雑な地形で、斜線
制限もありましたからね。絵のところに
同じように光があたって見えますが、そ
こには面出さんの大変な苦労があるわけ
です。東京と安曇野の二つの美術館は環
境も敷地も違うし、全然違う形をしてい
ますけど、空気感は似ているんじゃない
かな。僕は、建築家の仕事は屋根や壁を
つくるというのではなくて、求められて
いる空気をつくることだと思うのです。
人が気持ちよくいられて、そこで過ごし
ている時間を慈しむような、Intimate
な感じの空間にできればという思いは、
どちらの館にも共通しています。
� （上島史子）

9 月27日（日）非戦70年記念��高畑勲講演会�「いわさきちひろの絵が語るもの」

11月 4日（水）「まるごとちひろ美術館」展関連対談①�「ちひろ美術館のコレクションの魅力」
高橋明也（三菱一号館美術館館長）×松本猛（ちひろ美術館常任顧問）�

12月 5 日（土）「まるごとちひろ美術館」展関連対談②「ちひろ美術館の建築と照明」
内藤廣（建築家）×面出薫（当館副館長、照明デザイナー）
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美術館
日記

ひとこと
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8月15日（土）
今日は学校の美術の宿題でこの美
術館に来ました。ちょうど戦後70
年ということで70年前なにがあっ
たのか、それによってどう変わっ
たのかを文字でなく絵で改めて知
ることができました。ちひろさん
の絵は私たちに「平和」をまっす
ぐに伝えてくれるので大好きで
す。すてきな美術館でした。来年
もまた来たいです。�（M.S.14歳）
9月20日（日）
今日初めて来ました。私は 6年生
なのですが、戦争についてよく知
ることができました。日本が戦争
しないことを祈ります。　（N.O.）
10月8日（木）
いろんな悩みを抱きつつ来ました。
二度目ですが随分かわりましたね。
ちひろの絵はどれも大好きで、こ

こ何十年も毎年カレンダーを購入
しています。いつまでも平和でい
たい。平和でいるために努力がい
るときです。また、ちひろの絵に
エネルギーをもらって頑張りたい
と思います。�（等々力より�M.N.）
11月4日（水）
幼少期、松川村に住んでいまし
た。安曇野ちひろ美術館にはよく
行っており、ふと思い出して約20
年経って、東京に住んでいる今、
ここを訪れました。大好きでよく
見ていた絵や安曇野の空気、風景
を思い出し、胸がいっぱいになり
ました。子どものころの記憶、思
い出は宝物だなあと思います。あ
りがとうございます。
11月22日（日）
中学生です。最近トットちゃんの
本を読みました。読み終わってか

ら来て本当によかったと思ってい
ます。電車の校舎、入ってみたい
です。トモエ学園いい学校！ちひ
ろ美術館いいところ！
12月17日（木）
タイのバンコックから来ました。
子どもの本でたくさんちひろさん
の絵を見て育ちました。彼女の作
品が大好きで、ここを訪れたら子
どものころの思い出がよみがえっ
てきました。この美術館は本当に
素敵です。�（W.P.）※原文は英語
1月9日（土）
多動で常動音声（しかも人間ばなれ
した）のある自閉症の子の親です。
美術館など静けさを求められる場
所にはあまり縁がありませんでし
たが、とうとうその娘といっしょ
に来館することが出来ました。ま
た来たいです。�（八王子�Hiromi）

10月2日（金）　　のち
DVD発売を記念し、ドキュメンタ
リー映画「いわさきちひろ～27歳
の旅立ち」の上映会を開催。「作
品鑑賞後すぐに映画を見られたの
がよかった」「疲れてもう頑張れ
ないと思う日もあるが、こんなち
ひろさんを知ると“まだまだ！”
と思う」などの声が寄せられた。
10月13日（火）
銀座NAGANO（長野県の情報
発信スペース）での、ちひろ複製
画展開催にあわせ、「出前ちひろ
カフェ」を開催。午前は親子向け
に絵本の入門講座、午後は水彩技
法体験。ちひろや絵本、美術館へ
の入り口になればうれしい。
10月18日（日）
NPO法人「台湾玩具図書館協
会」の方々が研修のため来日、来
館。おもちゃをリサイクルして寄

贈する活動をしている団体で、東
日本大震災の被災地にも5000点を
寄贈するなど、国境を超え活動を
広げているそう。子どもたちのし
あわせと平和を願い続けたちひろ
と、思いは同じ。
11月20日（金）
都立高校の生徒が職業奉仕体験学
習に。「カフェでゆっくりしたり、
ショップでポストカードを購入し
たりするお客様たちが、とてもう
れしそうな顔をしていると思いま
した」とのレポートが印象的。この
体験が人生の糧となればと願う。
12月2日（水）
総合的な学習のため、下石神井小
の 3年生が「下

しも

石
しゃく

の案内人になろ
う」で来館、スタッフにインタビュ
ー。「どうして美術館をつくった
のですか」「どうやって展示品を
仕入れて
4 4 4 4

いるのですか」など、美

術館運営に関わる鋭い質問も。子
どもたちの生活圏にある美術館、
今度はだれかを案内できるかな？
12月15日（火）
ちひろの97回目の誕生日。Google
のトップページのロゴに「風船と
まい上がる少年」が使用され、美
術館の公式サイトや facebookの
アクセス数が急増！
1月11日（月・成人の日）
「成人の日特典」期間中は新成人
の入館無料、加えて、ちひろの文
章「大人になること」をカードに
して差し上げる。デザイン系の専
門学校の先生が新成人 5名と来
館。新成人の思い出になってくれ
ただろうか。
1月18日（月）
東京では今年初めての積雪。雪を
よろこぶ子どもたちの姿は、ちひ
ろの絵から抜け出してきたよう。

トットちゃんが公立小学校に入学後間
もなく、トモエ学園に転校したのは、1939
（昭和14）年。それから1945年の敗戦まで
トモエで過ごした日々は、その実、日本
の学校教育は戦時一色の時代でした。
『ボクラ少国民』で、戦時下日本の子ど
もを描いた児童文学者・山中恒は、1931
（昭和 6）年生まれ。トットちゃんより 2
歳上で同時代の人。著書『子どもたちの
太平洋戦争―国民学校の時代』では、戦
時下の教育体制を如実に記しています。
1937年に日中戦争を始めた日本は、戦

時教育体制確立のために「教育審議会」を
設立、全国の学校に「御真影」を配布し拝

礼を強制します。3８年「国家総動員法」公布。
40年には、紀元二六〇〇年の祝賀行事で
国民をお祭り気分にさせて以降、急激に
戦争へと進んでいきました。子どもたち
の生活もさま変わりし、教師の口からも
聖戦が語られ、東京の小学校では少年隣
組が結成、地方の尋常高等小学校でも高
学年の軍事教練がはじまり、女子も薙刀
等の訓練させられるようになりました。
当時、子どもたちの愛唱歌は「愛国行進
曲」。「一系の大君を光と永久に戴きて、臣
民我等皆共に御陵威に副わん大使命。往け
八紘宇となし四海の人を導きて…」と歌い
ました。そこに「個」が尊重される余地はあ

りません。山中は、「難解な字句が並べられ
ているが、これにメロディーがつくと、そ
の難解な字句が雰囲気として受け入れら
れてしまう」と語ります。トモエ学園の子
どもたちが「よーく、かめよ…」と歌ってい
た頃のこと。けれど、食べ物も次第に欠
乏し、紙芝居屋の飴が煎餅に、煎餅の枚
数が減り、のしいかから酢昆布に変わり、
紙芝居屋も姿を消した、と山中。
ひもじさは同じでも、トモエでは軍事

教練も愛国行進曲もありませんでした。
そこには、時代のなかで戦争への道を子ど
もたちに歩ませないための、教育者のすさ
まじい闘いがあったことが想像されます。

窓 『戦時下の教育――少国民とトットちゃん』
竹迫祐子（公財）いわさきちひろ記念事業団事務局長
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まるごとちひろ美術館　－世界で最初の絵本美術館－
１９７７年に世界初の絵本美術館として東京・練馬のちひろの自宅跡地に開館した
ちひろ美術館・東京（当時はいわさきちひろ絵本美術館）。ちひろの作品から
始まったコレクションは、エリック・カールの「おんどり」を第１号に世界各
国の優れた絵本画家たちの作品も収集されるようになり、現在約２６７５０点を数
えています。本展では、選りすぐりのコレクションのほか、内藤廣による建築、
３７年の歩みなど、さまざまな角度から“まるごと”ちひろ美術館を紹介します。

美術館だより　No.190   発行2015年7月21日

CONTENTS 〈展示紹介〉非戦７０年　ちひろ・平和への願い／〈企画展〉日ブラジル外交関係樹立１２０周年　旅する芸術家　ホジェ
ル・メロ展…許距
〈活動報告〉ちひろを訪ねる中国の旅／ママさん弁護士と語る　子どもの未来と憲法…鋸
ひとことふたことみこと／美術館日記／窓「アジアのなかの日本－シンガポールAFCCに参加して」…漁

ちひろ美術館・東京イベント予定 http://www.chihiro.jp/   https://www.facebook.com/chihiro.tokyo
各イベントの予約・お問合わせは、ちひろ美術館・東京イベント係へ。イベント参加費のほか、別途入館料が必要です（高校生以下は無料）。
※イベント申し込みは、先着順です。また、参加費が記載されていないイベントは無料です。TEL．０３－３９９５－０６１２ E-mail chihiro@gol.com

エリック・カール（アメリカ）
おんどり　１９８５年

●わらべうたあそび
○日　時：９月５日（土）１１：００～１１：４０
○講　師：服部雅子（西東京市もぐらの会代表、はとさん文庫主宰）
○対　象：０～２歳までの乳幼児と保護者
○定　員：１５組３０名　要申し込み８月５日（水）受付開始

●次回展示予定　10月28日（水）～2016年1月31日（日）

いわさきちひろ
小鳥と少女　１９７１年

●水彩のにじみでキーホルダーをつくろう
ちひろが得意とした技法を使って、キーホルダーをつくります。
○日　時：８月２３日（日）１０：３０～（当日受付１０：００～、最終受付１５：００）
○対　象：５歳～大人　　○定　員：先着７０名　　○参加費：３００円

●「メロ＆ボッサ」（出演：臼田道成）
ホジェル・メロの絵に囲まれながら、ボサノ
ヴァ弾き語りライブでブラジル気分を満喫し
ませんか？東京大学文学部美術史学科卒の臼
田さん。ブラジルの風土や、絵や音楽の楽し
み方についてお話しいただきます。
○日　時：９月５日（土）１７：３０～１９：００
○定　員：５０名
○対　象：１０歳～大人
○参加費：１０００円
　要申し込み８月５日（水）受付開始

〈展示関連イベント〉

臼田道成

戦後７０年の節目の年に、ジブリのアニメー
ション映画監督である高畑勲が、ちひろや自
身の作品を通して、平和への思いを語ります。
『火垂るの墓』と『戦火のなかの子どもたち』
の知られざるエピソードなどもお話しします。
○日　時：９月２７日（日）１５：００～１６：３０
○講　師：高畑勲（アニメーション映画監督：
スタジオジブリ所属、当財団評議員）
○定　員：６０名
○参加費：５００円　要申し込み８月２７日（木）受付開始

●非戦７０年記念　高畑勲講演会
　「いわさきちひろの絵が語るもの」

高畑勲

●親子で楽しむ夏休みクラフト＆トイフェスタ
おもちゃコンサルタントによる講座やワークシ 
ョップから、おもちゃの体験コーナー、あかち 
ゃんの広場まで、一日たっぷり遊べます。夏休
みの思い出づくりに、親子でご参加ください！
○日　時：８月１０日（月）１０：３０－１６：３０
○協　力：おもちゃの広場　石神井支部、日本
グッド・トイ委員会
○参加費：イベントごとに異なります。詳細は
ＨＰでご確認ください。

ハニカムペーパー
参考画像

●ファースト　ミュージアム　デー
子どもたちが人生で初めて訪れる美術館として親しんでいただけるよ
うに、親子対象の館内ツアーを開催します。人生の節目に当館を思い
出せるような、記憶に残る１日をお過ごしください。
○日　時：９月１３日（日）１５：００～１５：４０
○対　象：０～２歳までの乳幼児と保護者
○定　員：１５組３０名　要申し込み８月１３日（木）受付開始

●おもちゃの広場
○日　時：１０月４日（日）１０：３０～１２：００
○協　力：おもちゃの広場　石神井支部
○対　象：３才以上の未就学児と保護者
○定　員：１０組２０名　要申し込み９月４日（金）受付開始

〈参加自由、無料のイベント〉

８月８日はちひろの命日。一人息子である松本猛が、ちひろの平和へ
の思いや、家族だけが知る画家の素顔や思い出、作品にまつわるエピ
ソードなどをお話しします。

○協　力：ねりま子どもと本ネットワーク

●ギャラリートーク 毎月第１・３土曜日　１４：００～

●えほんのじかん 　毎月第２・４土曜日　１１：００～

●松本猛ギャラリートーク ８月８日（土）１４：００～

●親業講演会
　「－今日から実践できる－子どもに気持ちが伝わる話し方」
親の気持ち、話していますか？子どもの気持ち、聞いていますか？
信頼に満ちた親子関係を築くための方法をお伝えします。あかちゃん
から思春期まで、お子さんの年齢は問いません。
○日　時：１０月１５日（木）１０：３０～１２：３０
○講　師：田中満智子（親業訓練協会認定インストラクター）
○定　員：３５名※託児はありませんが、お子さま連れの参加も可。
○参加費：５００円　要申し込み　９月１５日（火）受付開始

ちひろのムーブマン／〈企画展〉『はしれ、トト！』조
チョ
은
ウン
영
ヨン

の絵本づくり…❷❸
〈活動報告〉高畑勲講演会／「まるごとちひろ美術館」関連対談…❹
ひとことふたことみこと／美術館日記／窓「戦時下の教育ー少国民とトットちゃん」…❺

CONTENTS

美術館だより　No.192　2016年2月20日
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〒177-0042　東京都練馬区下石神井4-7-2　テレホンガイド03-3995-3001 TEL.03-3995-0612  Fax 03-3995-0680

まるごとちひろ美術館　－世界で最初の絵本美術館－
１９７７年に世界初の絵本美術館として東京・練馬のちひろの自宅跡地に開館した
ちひろ美術館・東京（当時はいわさきちひろ絵本美術館）。ちひろの作品から
始まったコレクションは、エリック・カールの「おんどり」を第１号に世界各
国の優れた絵本画家たちの作品も収集されるようになり、現在約２６７５０点を数
えています。本展では、選りすぐりのコレクションのほか、内藤廣による建築、
３７年の歩みなど、さまざまな角度から“まるごと”ちひろ美術館を紹介します。

美術館だより　No.190   発行2015年7月21日

CONTENTS 〈展示紹介〉非戦７０年　ちひろ・平和への願い／〈企画展〉日ブラジル外交関係樹立１２０周年　旅する芸術家　ホジェ
ル・メロ展…許距
〈活動報告〉ちひろを訪ねる中国の旅／ママさん弁護士と語る　子どもの未来と憲法…鋸
ひとことふたことみこと／美術館日記／窓「アジアのなかの日本－シンガポールAFCCに参加して」…漁

ちひろ美術館・東京イベント予定 http://www.chihiro.jp/   https://www.facebook.com/chihiro.tokyo
各イベントの予約・お問合わせは、ちひろ美術館・東京イベント係へ。イベント参加費のほか、別途入館料が必要です（高校生以下は無料）。
※イベント申し込みは、先着順です。また、参加費が記載されていないイベントは無料です。TEL．０３－３９９５－０６１２ E-mail chihiro@gol.com

エリック・カール（アメリカ）
おんどり　１９８５年

●わらべうたあそび
○日　時：９月５日（土）１１：００～１１：４０
○講　師：服部雅子（西東京市もぐらの会代表、はとさん文庫主宰）
○対　象：０～２歳までの乳幼児と保護者
○定　員：１５組３０名　要申し込み８月５日（水）受付開始

●次回展示予定　10月28日（水）～2016年1月31日（日）

いわさきちひろ
小鳥と少女　１９７１年

●水彩のにじみでキーホルダーをつくろう
ちひろが得意とした技法を使って、キーホルダーをつくります。
○日　時：８月２３日（日）１０：３０～（当日受付１０：００～、最終受付１５：００）
○対　象：５歳～大人　　○定　員：先着７０名　　○参加費：３００円

●「メロ＆ボッサ」（出演：臼田道成）
ホジェル・メロの絵に囲まれながら、ボサノ
ヴァ弾き語りライブでブラジル気分を満喫し
ませんか？東京大学文学部美術史学科卒の臼
田さん。ブラジルの風土や、絵や音楽の楽し
み方についてお話しいただきます。
○日　時：９月５日（土）１７：３０～１９：００
○定　員：５０名
○対　象：１０歳～大人
○参加費：１０００円
　要申し込み８月５日（水）受付開始

〈展示関連イベント〉

臼田道成

戦後７０年の節目の年に、ジブリのアニメー
ション映画監督である高畑勲が、ちひろや自
身の作品を通して、平和への思いを語ります。
『火垂るの墓』と『戦火のなかの子どもたち』
の知られざるエピソードなどもお話しします。
○日　時：９月２７日（日）１５：００～１６：３０
○講　師：高畑勲（アニメーション映画監督：
スタジオジブリ所属、当財団評議員）
○定　員：６０名
○参加費：５００円　要申し込み８月２７日（木）受付開始

●非戦７０年記念　高畑勲講演会
　「いわさきちひろの絵が語るもの」

高畑勲

●親子で楽しむ夏休みクラフト＆トイフェスタ
おもちゃコンサルタントによる講座やワークシ 
ョップから、おもちゃの体験コーナー、あかち 
ゃんの広場まで、一日たっぷり遊べます。夏休
みの思い出づくりに、親子でご参加ください！
○日　時：８月１０日（月）１０：３０－１６：３０
○協　力：おもちゃの広場　石神井支部、日本
グッド・トイ委員会
○参加費：イベントごとに異なります。詳細は
ＨＰでご確認ください。

ハニカムペーパー
参考画像

●ファースト　ミュージアム　デー
子どもたちが人生で初めて訪れる美術館として親しんでいただけるよ
うに、親子対象の館内ツアーを開催します。人生の節目に当館を思い
出せるような、記憶に残る１日をお過ごしください。
○日　時：９月１３日（日）１５：００～１５：４０
○対　象：０～２歳までの乳幼児と保護者
○定　員：１５組３０名　要申し込み８月１３日（木）受付開始

●おもちゃの広場
○日　時：１０月４日（日）１０：３０～１２：００
○協　力：おもちゃの広場　石神井支部
○対　象：３才以上の未就学児と保護者
○定　員：１０組２０名　要申し込み９月４日（金）受付開始

〈参加自由、無料のイベント〉

８月８日はちひろの命日。一人息子である松本猛が、ちひろの平和へ
の思いや、家族だけが知る画家の素顔や思い出、作品にまつわるエピ
ソードなどをお話しします。

○協　力：ねりま子どもと本ネットワーク

●ギャラリートーク 毎月第１・３土曜日　１４：００～

●えほんのじかん 　毎月第２・４土曜日　１１：００～

●松本猛ギャラリートーク ８月８日（土）１４：００～

●親業講演会
　「－今日から実践できる－子どもに気持ちが伝わる話し方」
親の気持ち、話していますか？子どもの気持ち、聞いていますか？
信頼に満ちた親子関係を築くための方法をお伝えします。あかちゃん
から思春期まで、お子さんの年齢は問いません。
○日　時：１０月１５日（木）１０：３０～１２：３０
○講　師：田中満智子（親業訓練協会認定インストラクター）
○定　員：３５名※託児はありませんが、お子さま連れの参加も可。
○参加費：５００円　要申し込み　９月１５日（火）受付開始

ICOM（国際博物館会議）では、 5／18を国際博物館の日としていま
す。この日は終日、どなたでも無料でご鑑賞いただけます。
○日　時： 5月18日（水）10：00～17：00

●国際博物館の日

●次回展示予定 2016年5月25日（水）～8月7日（日）

〒399-8501　長野県北安曇郡松川村西原3358-24　テレホンガイド0261-62-0777　TEL.0261-62-0772　Fax 0261-62-0774
http://www.chihiro.jp/　E-mail:chihiroa@seagreen.ocn.ne.jp

韻 陰 宇 ちひろ通信_安曇野_表面安曇野 安曇野 安曇野

INFORMATION

3

CMYK

美術館だより　No.83   発行2015年7月1日

CONTENTS 〈展示紹介〉〈企画展〉はじめてみる、ちひろの世界。いわさきちひろ×佐藤卓＝展／ちひろ美術館コレクション　衣装あれこ
れ涯世界の絵本展…許距鋸
〈活動報告〉２０１６年「夏トットちゃんの広場」オープン・プレイベント…鋸
ちひろを訪ねる旅５８／ひとことふたことみこと／美術館日記…漁

●展示室1・2・多目的ギャラリー　他

安曇野ちひろ美術館
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ＩＳＳＮ １８８４−７７３０

毎月第２・４土曜日
１１：００～
参加自由、入館料のみ

●おはなしの会 ●ギャラリートーク
毎月第２・４土曜日
参加自由、入館料のみ
１４：００～ちひろ展
１４：３０～世界の絵本画家展または企画展

●次回展示予定　2015年9月26日（土）～11月30日（月）

ちひろの代表作「ぶどうを持つ少
女」。本展では、「ちひろの紫」「横
顔のシルエット」「帽子のおしゃ
れ」など、５つのテーマからこの
作品の魅力とちひろの表現を紹介
します。

いわさきちひろ
ぶどうを持つ少女　１９７３年

詳細・最新情報はホームページからもご覧いただけます。　http://www.chihiro.jp/　TEL. ０２６１－６２－０７７２　FAX ０２６１－６２－０７７４
  https://www.facebook.com/chihiro.azumino

安曇野ちひろ美術館　イベント予定　各イベントの予約・お問い合わせは、安曇野ちひろ美術館へ。

〈展示室1・2〉ちひろを語るこの一点
　　　　　　　「ぶどうを持つ少女」の魅力

〈展示室4〉〈企画展〉『はしれ、トト！』 조  은  영 の絵本づくり展
チョ ウン ヨン

韓国の絵本画家チョ・ウンヨンは、デ
ビュー作『はしれ、トト！』で、馬が好
きな少女の競馬場での一日を描き、ブラ
ティスラヴァ世界絵本原画展グランプリ
に輝きました。本展では、絵本原画とと
もに、制作過程の資料を展示し、画家の
大胆な絵本づくりを紹介します。
チョ・ウンヨン（韓国）『はしれ、トト』（文化出
版局）より　２０１０年（個人蔵）

〈展示室3〉ちひろ美術館コレクション １０人の絵本画家 １０の絵本づくり
〈展示室2〉ちひろの人生　　〈展示室5〉絵本の歴史

●近隣市町村入館無料デー
９月１３日（日）白馬村・小谷村　村民入館無料デー

●敬老の日
９月２１日（月・祝）は、６５歳以上の方は入館料無料となります。

図２　佐藤卓　チロリアン五人衆・立体　２００６年

図７　いわさきちひろ×佐藤卓＝バナー　２０１４年

いわさきちひろ×佐藤卓の実験室

佐藤卓のデザイン採集

＊図１、２、３、７、８は、２０１４年にちひろ美術館・東京で
開催された展覧会での写真です。

図９　いわさきちひろ×佐藤卓＝箱　２０１４年

図８　いわさきちひろ×佐藤卓＝箱　２０１４年

図６　いわさきちひろ
 ひまわりとあかちゃん　１９７１年

図３　佐藤卓　千鳥屋　チロリアン　１９９７年

●夜のミュージアム
８月２９日（土）は、２１：００まで開館。浴衣でご来館の方には、カフェ
でドリンクをサービス。当日は、「すずむしの里クリスタルシンフォ
ニー」も開催され、安曇野ちひろ公園では、すずむし採り（無料）が
行われます。（１９：００～雨天延期）

●朝のミュージアム
７月１９日（日）、２０日（月・祝）限定で、８：００からの特別に開館しま
す。絵本カフェも８：００からオープン。「朝のおはなしの会」（９：００
～）では、絵本の読み聞かせ、手遊びなどを行います。

●2016夏トットちゃんの広場オープン・プレイベント
２０１５年は『窓ぎわのトットちゃん』のエピソードに
ちなんだプレイベントを毎日開催します。参加者限
定のスタンプラリーも行っています。

○全国のトットちゃん大集合
８月９日は黒柳徹子館長の誕生日です。全国のテツコさん、テツコ
ちゃんは、安曇野ちひろ美術館に集合！来館してくださった“トット
ちゃん”には、プレゼントをご用意します。
日　時：８月９日（日）

○トットちゃんの肝だめし
夏休みにお寺で「肝だめし」をしたトットちゃん。夜の安曇野ちひろ
公園で初の「肝だめし」をします。この日は、夜のミュージアムのた
め、２１：００までの開館です。
日　時：８月２９日（土）１９：３０までに安曇野ちひろ美術館エントランス集合

○鉄道ファンあつまれ！　電車特別見学会Ⅱ
改修工事中のトットちゃんの電車の教室を、特別に見せていただきま
す。
日　時：９月２２日（火・祝）１３：００～１５：００
会　場：安曇野ちひろ美術館　正面入口に集合

●展示関連イベント
　いわさきちひろ×佐藤 卓＝展ワークショップ
展覧会に関連し、ちひろの絵とコラボレーションするワークショップ
を開催。期間中、地元・松川中学校の中学生ボランティアによる、安
曇野ちひろ美術館ガイドツアーも行います。

○ちひろの絵と箱（ハコ）ラボレーション
中学生ボランティアと一緒に、オリジナルの箱を
立体キャンバスに見立て、ちひろの絵と「何か」を
組み合わせたコラボレーション作品をつくります。
日　時：７月２９日（水）～８月１６日（日）
参加費：５００円（入館料別）
定　員：１日３回　各回１０名（先着順）

○ちひろの線とコラボレーション
佐藤卓が選んだちひろの「線」をもとに、自由に描いてみましょう！
投稿作品のなかから選ばれた作品を、美術館に展示します。
日　時：７月１７日（金）～９月２３日（水・祝）
参加費：無料（入館料別）

ワークショップ作品のイメージ

図１　佐藤卓　明治おいしい牛乳　２００１年

佐藤卓が選んだちひろの絵

図５　いわさきちひろ
 葛温泉・高瀬川で遊ぶ子どもたち　１９５６年

図４　いわさきちひろ
 ブランコと子どもたち　１９７１年

●松川中学校　図書委員による絵本の読み聞かせ
松川中学校の図書委員が、館内で、絵本の読み聞かせを行います。
日　時：８月１日（土）、４日（火）、６日（木）、９日（日）
　　　　各日①１２：３０～　②１３：３０～

８月は休まず開館します。（８/８土～８/１６日は、１８：００まで開館延長）

―絵のなかのわたし―
ちひろの自画像展

〈企画展〉�村上春樹とイラストレーター
―佐々木マキ、大橋歩、和田誠、安西水丸―

懸命に自分の絵や生き方を模索し
ていた時期の自画像群を一堂に展
示するとともに、ちひろ自身の投
影ともいえる少女像や母親像など
を展示し、絵のなかに映し出され
る彼女の生き方や、その絵に込め
られた想いに迫ります。

本展では、絵と文章の関係
に焦点をあて、佐々木マキ、
大橋歩、和田誠、安西水丸
が村上春樹と共作した作品
を展示します。それぞれの
画風と文体が響きあってあ
らわれる豊かな世界を紹介
します。 村上春樹・文　安西水丸・絵　『ふわふわ』（講談社）

より　1998年（個人蔵）

絵本『はしれ、トト！』では、さまざまな技法がつかわれています。
そのなかからいくつかの技法を選んで、画家本人の指導のもと、小さ
な作品をつくります。
○日　時： 3月13日（日）10：30～12：30
○講　師：チョ・ウンヨン（画家）　通訳つき
○定　員：30名　要申し込み 1月30日（土）受付開始
○参加費：500円

〈展示関連イベント〉
●チョ・ウンヨンのワークショップ

○会期中、韓国・朝鮮国籍の方をご招待いたします（入館無料）。
　受付にて国籍の分かるものをご提示ください。
○ご同伴の方は、半額（通常800円→半額400円）でご入館いただけます。
　人数制限はありません。ぜひお誘いあわせの上、ご来館ください！

●韓国・朝鮮国籍の方に入館特典

●クロッキーを描いてみよう！
ちひろが描いた動きのある線を見た後に、実際に素
早く対象を描くクロッキーに挑戦してみましょう。
絵を描くのは初めて、という方も大歓迎です。
○日　時： 4月23日（土）15：00～16：30
○講　師：�染矢義之（鎌倉女子大学非常勤講師
　　　　　彫刻家・版画家）
○対　象：小学生以上　○参加費：700円
○定　員：30名　要申し込み 3月23日（水）受付開始

●わらべうたあそび
○日　時： 4月16日（土）11：00～11：40
○講　師：服部雅子（西東京市もぐらの会代表、はとさん文庫主宰）
○対　象： 0～ 2歳までの乳幼児と保護者
○定　員：15組30名　要申し込み 3月16日（水）受付開始

●たてもの探検ツアー
○日　時： 5月18日（水）15：00～15：40
○定　員：20名　要申し込み 4月18日（月）受付開始

〈参加自由、無料のイベント〉

○日　時： 3月 6日（日）14：00～
●松本猛ギャラリートーク

「ちひろの庭」や展示室で、�
ちひろが愛した草花などのエピ
ソードを紹介します。
○日　時： 3月27日（日）
　　　　　14：00～14：30

●ガーデントーク
　ちひろの庭の花めぐり

毎月第 1・ 3土曜日　14：00～
●ギャラリートーク

毎月第 2・ 4土曜日　11：00～
●えほんのじかん

画家本人が、絵本『はしれ、トト！』をつくった背景などを語ります。
翻訳者・広松由希子さんによる翻訳版ができるまでの裏ばなしもあわ
せてご紹介します。
○日　時： 3月13日（日）
　　　　　15：30～17：00
○講　師：チョ・ウンヨン（画家）
　聞き手：広松由希子（絵本家）
　　　　　通訳つき
○定　員：60名
　要申し込み 1月30日（土）受付開始
○参加費：700円

●チョ・ウンヨン
『はしれ、トト！』の絵本づくりを語る

ちひろが得意とした水彩技法の「にじみ」を体験。
「にじみ」の好きな部分を切り抜いてしおりをつく
ります。
○日　時： 4月 3日（日）10：30～
○対　象： 5歳～大人
○定　員：先着70名（当日受付　10：00～15：00）
○参加費：300円

●ちひろの水彩技法体験ワークショップ
　にじみのしおりづくり

チョ・ウンヨン（左）���広松由希子（右）

いわさきちひろ
自画像　1940年代後半


